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まずはじめに、実働率について見てみると、「横ばい」率は前年よりも増加し、57.1 ㌽に達

し、稼働状況が高い安定を保っている一方、「上昇」については 15.9 ㌽と前年に比べて低水準

が続いており、また「低下」の割合が 27.0 ㌽と前年の水準より高い値が続いていることから、

経済環境や需要の低迷が影響していることが考えられる。今後の経済状況や需要変動を見越

した柔軟な戦略が重要であると考えられる。 

実車率については、「上昇」の割合が 15.9 ㌽と減少に転じ、「横ばい」の割合が 58.7 ㌽と高

水準を維持しており、安定している一方で成長の鈍化が懸念され、実車率の安定性や季節性

による変動を考慮し、効率的な運用計画を立てることが重要である。 

ドライバーの過不足状況では、「不足」が 18.8 ㌽増加しており、深刻なドライバー不足が引

き続き課題である中、特に需要増加時期に向けた計画的な人材確保が安定した運営に不可欠

である。 

また、所外労働時間については、「増加」が低水準、「減少」が高水準で推移しており、働き

方改革により各社の取り組みが進んでいることが見受けられる。 

経常損益を見てみると、3 期ぶりに「好転」が増加し、徐々に業績改善の傾向が見受けられ

た。 

 輸送数量については、「増加」が 2.4 ㌽増加しているものの、他の年度と比べると伸びは鈍

化している。また、「減少」が 12.8 ㌽と大きく減少しているが、経済や外的な要因が影響して

いることが示唆される。これらの傾向から、繁忙期に対応するためのリソース確保や、年度初

めの需要低迷に備えた戦略が必要であることが見受けられる。 

 次に、営業収入、営業利益を見てみると、営業収入では「増加」が 8.8 ㌽増加し、回復基調

が見受けられるものの、「減少」が高水準で推移している点は収入の減少が懸念される。営業

利益においても同様に、「増加」が 7.7 ㌽増加しているものの、「減少」は高水準での推移の傾

向があり、利益の減少を抑える対策が求められる。 

 運賃・料金の水準について見てみると、「上昇」が 7.2 ㌽増加しており、堅調に水準してい

ることが見受けられた。 

 項目により不安定な要素はあるものの、業界の景況感については、「好転」が 10.7 ㌽増加

し、「悪化」が 16 ㌽減少しており、改善の傾向が見受けられた。 









〇実働率・実車率 

実働率の前期比について、「上昇」が 1.4 ㌽増加し、「横ばい」も 0.7 ㌽増加しており、「低下」は

0.2 ㌽減少した。実車率については「上昇」が 15 ㌽減少し、「横ばい」は 2.3 ㌽増加し、「低下」は

18.1 ㌽増加した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



○ドライバーの過不足 

ドライバーの過不足について今期の状況は、「不足」との回答が 18.8 ㌽増加し、「適当」との回答

が 13 ㌽減少し、「過剰」との回答が 3.9 ㌽減少しており、業界の深刻なドライバー不足が見受けら

れる。 

 

 

 

 

 

〇所定外労働時間 

所定外労働時間について、「増加」が 0.8 ㌽、「変わらない」が 3.9 ㌽それぞれ増加し、「減少」が 4.9

㌽減少した。2024 年問題の働き方改革の影響で一人当たりの労働時間の減少傾向が見受けられた。 

 

 

 

 

 

 

 



〇経常損益 

経常損益について、「好転」との回答が 7.7 ㌽上昇し、「悪化」との回答が 1.3 ㌽微減しており、3 期ぶ

りに好転の傾向が見受けられた。 

 

 

 

 

 

〇業界の景況感 

業界の景況感について、「好転」が 10.7 ㌽増加しており、「悪化」は 16 ㌽減少して、景況感の改善の

傾向が見受けられた。 

 

 

 

 

 

 

 



〇輸送数量 

輸送数量について、「増加」との回答が 2.4 ㌽増加し、「減少」との回答が 12.8 ㌽減少しており、「変

わらない」が 11 ㌽上昇しており、荷動きの改善の傾向が見受けられた。 

 

 

 

 

 

〇営業収入 

営業収入について、「増加」が 8.8 ㌽増加し、「減少」が 4.5 ㌽減少しており、事業者の売り上げ

も改善の傾向が見受けられた。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 



〇営業利益 

営業利益について「増加」が 7.7 ㌽増加し、「減少」は 4.3 ㌽減少しており、低調ながらやや回復の

傾向が見受けられた。 

 

 

 

 

 

〇運賃・料金の水準 

運賃・料金の水準について、「上昇」との回答が 7.2 ㌽増加し、「低下」についても 7.3 ㌽減少して

おり、運賃・料金の水準は堅調に推移していることが見受けられる。 

 

 

 

 


